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事業再生ＡＤＲ手続のスケジュールの再変更に関するお知らせ 

 

当社は、2023年10月13日付の「事業再生ＡＤＲ手続及び株式会社ネットプライスとのＤＩＰフ

ァイナンスに係る契約締結に関するお知らせ」及び2023年12月４日付の「事業再生ＡＤＲ手続の

スケジュール変更に関するお知らせ」にて公表したとおり、今後の事業再生に向けた強固な収益

体質の確立と財務体質の抜本的な改善を図るべく、産業競争力強化法に基づく特定認証紛争解決

手続（以下「事業再生ＡＤＲ手続」といいます。）を利用して関係当事者である取引金融機関等

全対象債権者の合意のもとで事業再生を目指し協議を進めております。 

この度、前述の公表の際にお伝えしたスケジュールに変更が生じたため、下記のとおりお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．スケジュールの再変更の理由 

当社は、2023年 11月 27日開催の事業再生ＡＤＲ手続の事業再生計画案の協議のための債権者

会議（以下「第２回債権者会議」といいます。）において、スポンサーである株式会社ネットプラ

イス及び取引金融機関等との協議を経て作成した事業再生計画案を取引金融機関等に対してご説

明し、同年 12月４日開催の第２回債権者会議の続会において、第２回債権者会議で協議した内容

等を踏まえて確定した事業再生計画案（以下「本事業再生計画案」といいます。）について、手続

実施者より調査の結果等をご報告いただきました。その後、本日開催の事業再生ＡＤＲ手続の事

業再生計画案の決議のための債権者会議（以下「第３回債権者会議」といいます。）において、   

対象債権者の本事業再生計画案の内容への賛否について、決議をいただく予定でおりましたが、

スポンサーである株式会社ネットプライスの主担当者が 11月末に急逝したことなどから、当社へ

の継続的な支援が困難となったため、同社からの支援を断念し、新たに株式会社Ｄ・Ｒ・Ｍを   

スポンサー候補とする内容の事業再生計画案を提出し、検討していただくこととなりました。 

この状況を踏まえ、本日開催の第３回債権者会議において、その続会の開催及び日程について、

次項のとおりとすることにつき、全ての対象債権者のご承認をいただいたものであります。 

 

２．事業再生計画案の決議のための債権者会議（第３回債権者会議（続会））のスケジュール 

 2024年２月６日 事業再生計画案の決議のための債権者会議（第３回債権者会議（続会）） 

 ※その後、手続実施者からの調査報告を経て、事業再生計画案の決議を得る予定であります。 
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３．スポンサー候補企業の概要 

  当社は、事業再生ＡＤＲ手続における事業再生計画案を策定するに当たり、株式会社Ｄ・Ｒ・

Ｍより新たなスポンサー候補として資金支援等を実施する旨表明を受けており、今後、当該企

業と資本業務提携を締結する予定であります。 

（１） 名 称 株式会社Ｄ・Ｒ・Ｍ 

（２） 所 在 地 東京都港区芝三丁目２番 18 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 住谷 英一 

（４） 主 な 事 業 内 容 

・不動産の売買、仲介、賃貸、管理及び鑑定 

・経営コンサルタント業 

・建築工事業 

・建築の設計・施工・監理業務 

・インターネットを利用した各種情報提供サービス 

・不動産特定共同事業法に基づく事業                   

（５） 資 本 金 96百万円（2023年 12月 31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 1998年２月 12日 

（７） 発 行 済 株 式 数 9,600株 

（８） 決 算 期 12月末 

（９） 上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者への 

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

 

４．今後の見通し 

今後、対象債権者において、改めて事業再生計画案の内容をご検討いただくことになりますの

で、当社といたしましてもご理解を賜るよう努め、全ての対象債権者の同意による成立を目指し

てまいります。 

なお、当該スケジュールは、手続の進捗状況等により、再度変更される可能性がありますの

で、あらかじめご留意ください。 

 

以 上 


